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新MEGAの編集の成果とデジタル編集の課題 
Ergebnisse der Edition der MEGA-Bande und Aufgaben der digitalen Erschliesung 

/趣旨/ 
　2008年，新MEGA第II部門（『資本論』および準備労作）がほぼ完結した（II/4.3のみ未刊）。これによってマルクス経済学のオリジナルテキストの全貌が、未公表の 草稿を含めてほぼ出揃ったわけである。その全15巻23冊には，日本人研究者が 中心となって編集した『資本論』第2部にかんする3つの巻が含まれている．編集に 際しては，関連するすべての草稿の徹底的な調査・分析を通して多大な文献史的理論的新知見が獲得され，それらは各巻に反映された． 
　今後は，世界の研究者の関心は自ずとかかる知的資産の活用へと向かっていくはずである。専門家はもとより，専門外の研究者に対してもMEGAの利用を広く可 能にすることによって、学派の垣根を越えた経済理論のフォーラムに貢献すること は，MEGA編集の新たな重要課題となっている。マルクス経済学の膨大な一次文 献をカヴァーし、かつ系統的に分類された索引を完備したデジタル版MEGAが要請 される所以である． 
　今まさに，こうした新旧課題の架橋の時期にあたって，新たな課題に資するため に，この間のMEGA編集において獲得された知見を集約し，個々の検証を通して 総括する好機である．こうした趣旨で，下記のとおり本シンポジウムを開催する． 

/日時/ 
2009年3月21日（土），22日（日） 

/場所/ 
立教大学12号館第2会議室 

/主催/　 
○「デジタル化によるマルクス経済学の総合索引システムの構築」プロジェクト 
　　（科研費基盤研究(B): 18370033，研究代表者：守健二） 
○立教大学経済学部(予) 
○経済理論学会関東部会 
○マルクス・エンゲルス研究者の会　 

/プログラム/ 
【2009年3月21日（土）】 
第１部　基調報告（10：00～12：00） 　司会：　前畑憲子（立教大学） 
○「新MEGA第II部門第13巻編集の意義」　 
　　大村泉（東北大学）/柴田信也（東北大学・名誉）/早坂啓造（岩手大学・名誉） 
○「新MEGA第II部門デジタル・グローバル・インデックスの構築」　
　　守健二（東北大学） 

第２部　新MEGA編集の成果と今後の課題　（13：00～17：30）　司会：守健二 
○「日本人研究者のMEGAへの貢献(Die Beteiligung der japanischen Forscher an der Edition der  MEGA und ihre Ergabnisse)」　 
     ロルフ・ヘッカー（Prof. Dr. Rolf Hecker ベルリンMEGA刊行促進協会） 
○「資本の流通過程」論の課題をめぐって」　                    
　　柴田信也 
○「産業資本」　                                                          
　　大村泉 
○「空費faux frais」　                                                    
　　八柳良次郎（静岡大学） 
○「新MEGA第Ⅳ部門が切り開くマルクス研究の新局面 
  ―日本におけるマルクス主義受容史と関わらせて―」       
　　平子友長（一橋大学） 

【2009年3月22日（日）】 
＜特別企画＞　 司会：　大村泉
  第2次大戦直後の東京大学経済学部におけるマルクス経済学関連講義 
     ―山田盛太郎，宇野弘蔵，高橋幸八郎等の講義ノート―（10：00～12：00）                                                                             
○「講義ノート解題」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　宮川彰（首都大学東京） 
＊このセッションで紹介される講義ノートは、故服部文男東北大学名誉教授が東大および東北大の学生、特別研究生在籍時に作成した講義ノートで、山田、宇野 ノートはそれぞれ２冊（農政学、経済政策総論）、４冊（原論２冊、恐慌論２冊）ある．宮川報告では山田ノートが中心となる予定。なお、オリジナル を21日から会場で展示公開する。 

第３部　マルクス経済学のターミノロジー　（13：00～17：30）　司会：　柴田信也 
○「マルクス『資本論』の術語の生成と変遷 
       －『資本論』第Ⅱ部第3篇とその諸草稿を中 心に－」　          
　　早坂啓造 
○「剰余価値の実現―マルクス6部門表式と現代貨幣循環理論」　　　 
　　守健二 
○「マルクス労賃論における、フランス語の使用についての考察（仮）」 
　　斉藤彰一（岩手大学） 
○「Ausbeutung, Exploitation, 搾取」　                    　 　  
　　山口拓美（神奈川大学） 
○「マルクス・搾取・自己所有権」                           　　 
　　川村哲也（神奈川大学） 

　      以上、前畑憲子
